
【資料３】

1 

越谷市自治基本条例の普及・啓発の取組について 

１．進捗報告 

(１)「越谷市自治基本条例施行１０周年記念」冠事業について
 広報こしがやお知らせ版５月号(※記事参照)及び越谷市ホームページにて周知を行った。

▲ロゴマークを作成し、冠を付す事業のチラシ等 PR素材に使っていただくこととした。

【ロゴマークの使用例】

・市職員の名札への表示

・共通封筒への表示             

・市政世論調査 調査票送付封筒への表示 等  

▲市職員名札への表示

▲共通封筒（角２サイズ）▲共通封筒（長３サイズ）
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(２) 転入者への自治基本条例パンフレット配付について
  平成３１年(2019年)４月から配付開始
  配付数：約５００部(令和元年(2019年)５月末時点) 

 (３)懸垂幕の作成・掲示について

(４)自治基本条例啓発用ポケットティッシュの作成について 
個数：約６，０００個

講演会、協働フェスタで配布するほか、市内小学校６年生にも配付予定

(５) 越谷市自治基本条例施行１０周年記念講演会について
   タイトル：未定

   開催日時：令和元年(2019年)１０月４日(金) 午後１時～午後４時
   会 場：越谷市中央市民会館 劇場

   開催趣旨：本年９月で越谷市自治基本条例が施行１０周年を迎えることから、

市民の参加意識を高めるとともに、市民参加と協働によるまちづく

りをさらに推進するため、市民及び市職員を対象とし、協働をテー

マとした講演会及び事例発表を実施する。また、当日、中央市民会

館内で自治基本条例に関するパネルを展示し、条例の基本理念や基

本原則等について、改めて理解していただく機会とする。 

概 要：第１部 基調講演(６０分程度) ※講師は調整中 
第２部 事例発表(６０分程度) 

       ○自治基本条例に関するパネル展(中央市民会館１階ロビー)

２．協議内容 

(１) 広報こしがや季刊版への特集記事掲載について
   掲載時期：秋号(令和元年(2019年)９月発行) 
   ページ数：６ページ程度

   事務局案：別紙１のとおり

(２)自治基本条例施行１０周年記念パネルについて
パネル枚数：５枚

事務局案：別紙２のとおり
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（越谷市自治基本条例キャッチフレーズ）

今
年
の
９
月
で
「
越
谷
市
自
治

基
本
条
例
」
が
施
行
か
ら
１
０

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

越
谷
市
で
は
、
自
治
基
本
条

例
に
基
づ
い
た
市
民
参
加
と
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
条
例
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
主
人
公
と
し
て
越
谷

市
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
の
大
切
な
ル
ー
ル
で
す
。

今
回
の
季
刊
版
で
は
、
「
越
谷

市
自
治
基
本
条
例
」
の
解
説
、

制
定
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
や

こ
れ
ま
で
の
取
組
み
に
つ
い
て

特
集
し
て
い
き
ま
す
。

条
例
の
特
徴

『
越
谷
市
自
治
基
本

条
例
』っ
て
ど
ん
な

も
の
？

市
民
の
た
め
の
条
例

わ
か
り
や
す
い
記
述
を
心
が

け
、
「
で
す
・
ま
す
」
体
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

自
治
の
推
進

参
加
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
方
法
を
単
な
る
理
念

で
は
な
く
、
具
体
的
な
手
続
、

仕
組
み
と
し
て
明
確
に
し
て
い
ま

す
。

豊
か
な
地
域
環
境
の
創
造

市
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
、

①
人
間
関
係
、
②
自
然
、
③
歴

史
・
文
化
、
④
産
業
の
４
つ
に
分

類
し
、
「誰
も
が
安
心
し
、
楽
し

く
生
活
し
て
い
け
る
ま
ち
」の
実

現
を
目
指
す
こ
と
を
明
確
に
し

て
い
ま
す
。

条
例
の
目
的

条
例
の
目
的
を
「
住
み
よ
い

自
治
の
ま
ち
の
実
現
」
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
最
高
規
範
と

し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
今

後
の
越
谷
市
の
条
例
、
規
則
、

計
画
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
施
策

の
基
本
と
な
る
性
格
を
も
っ
て

い
ま
す
。
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自
治
の
基
本
原
則

（
基
本
と
な
る
す
す
め
方
）

条
例
の
構
造

参
加
の
原
則

「
市
民
」
が
、
当
事
者
と
し
て

市
政
に
参
加
し
て
、
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

協
働
の
原
則

「
市
民
」
と
市
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
認
識
し
、
対
等
な

立
場
で
連
携
・
協
力
し
、
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

情
報
共
有
の
原
則

市
の
積
極
的
な
情
報
共
有

と
「市
民
」
が
保
有
す
る
情
報

の
市
と
の
共
有
を
基
本
と
し
た
、

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

自
治
の
基
本
理
念

（基
本
と
な
る
考
え
方
）

人
間
尊
重

「
市
民
」
一
人
一
人
が
人
間

と
し
て
尊
重
さ
れ
、
「や
さ
し

さ
」や
「
心
の
豊
か
さ
」
な
ど
の

人
間
ら
し
さ
に
満
ち
た
ふ
れ

あ
い
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
行

う
と
い
う
考
え
方
で
す
。

市
民
主
権

「
市
民
」
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
人

公
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

「
市
民
」、
「
議
会
」
、
「市
長
等
」
の

三
者
が
、
お
互
い
に
協
力
し
て
ま

ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

まちづくりの主体

市議会
市長等

市 民

●立法機能
●監視機能
●政策立案機能
●開かれた議会運営

●効率的・効果的・透明性のある
市政運営

●行政サービスの向上と市民福祉
の増進

●分かりやすい情報提供
●政策の立案、実施、評価のそれぞれ
の過程での説明責任

●法令等の自主的な解釈と運用
●国や県、他の自治体との連携・協力

●地域の交流
●まちづくりへの積極
的な参加

●発言と行動への責任
●行政サービスに
伴う負担の分任

「市民とは」
市内に住み、働き、学びまたは活動する
個人や団体をいいます。具体的には、
①市内に住所を持っている人
②市内に居住する人
③市内で就業する人
④市内で就学する人
⑤市内に事務所を有する法人その他の団体
⑥市内で活動する法人その他の団体
⑦市内で活動する人 をいいます。
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▲自治基本条例啓発パネルの展示

▼シンポジウムの様子

施行３周年施行５周年

施行３周年を記念して

シンポジウム「楽しみながら学んでみよう！
～身近なくらしにつながる自治基本条例～」
を開催しました。

▲シンポジウム報告書

自治基本条例のキャッチフレー
ズも決定しました！
～最優秀賞～
「みんなでつくる

住みよい越谷
自治のまち」

～優秀賞～
○小学生の部
「まちづくり それは

あなたが主役です。」
○一般の部
「いいまちつくる

みんなのチカラ」

施行５周年を記念して、日常
のなかにある、まちづくりや参
加の様子についてキャッチコ
ピーや写真を募集しました。

応募総数２１０作品のうち、３０
枚をPRパネルとして、市役所ロ
ビーなどに展示しました。

▲越谷市自治基本条例パンフレット（左）
子ども版パンフレット（右）

啓発冊子

▲越谷市自治基本条
例【条例の手引き】

▲みんなが描く 自治
のまちづくり四十選
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日時
令和元年１０月４日（金）
１３時～１６時
場所
中央市民会館 劇場

第２部 14：00～

事例発表
発表団体：○○○○

○○○○

第１部 13：００～

講演
講師：○○○○ 氏
題目：「 」
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市長とふれあいミーティング

協働フェスタ
市民懇談会
地区まちづくり会議

越
谷
市
で
は
、
自
治
基
本
条
例
に
基
づ
い
て
、
こ
の
１
０
年
間
で
様
々
な
市
民
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

越
谷
市

自
治
基
本

条
例

学生議会

越谷市民まつり

市内清掃美化運動
（ごみゼロ運動）
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越
谷
市
自
治
基
本
条
例
で
は
、
「越
谷
市
民
」
は
ど
の
よ
う
な

人
を
指
し
ま
す
か
？
正
し
い
と
思
う
も
の
を
１
つ
だ
け
選
ん

で
く
だ
さ
い
。

1
．
越
谷
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

2
．
越
谷
市
に
住
ん
だ
こ
と
や
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
人

3
．
越
谷
市
に
住
み
、
働
き
、
学
び
、
活
動
す
る
個
人
や
団
体

越
谷
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的

な
考
え
方
や
す
す
め
方
を
は
じ
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
が
お
互
い
に
協

力
し
て
い
く
た
め
の
ル
ー
ル
な
ど
具

体
的
な
仕
組
み
に
つ
い
て
明
ら
か
に

し
て
い
る
も
の
は
何
で
す
か
？

正
し
い
と
思
う
も
の
を
１
つ
だ
け
選

ん
で
く
だ
さ
い
。

1
．
越
谷
市
自
治
基
本
条
例

2
．
都
市
計
画
法

3
．
大
気
汚
染
防
止
法

越
谷
市
自
治
基
本
条
例
の
自
治
の
基
本
原
則
は
何
で
す
か
？
正

し
い
と
思
う
も
の
を
１
つ
だ
け
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

1
．
「参
加
」「
協
働
」
「情
報
共
有
」の
３
つ
の
原
則

2
．
「協
力
」」
「報
告
」の
２
つ
の
原
則

3
．
「尊
重
」
「対
話
」
の
２
つ
の
原
則

越
谷
市
自
治
基
本
条
例
を
基
に
、
越
谷
市
と
市
民
が
実
施

し
て
い
る
「協
働
」
の
取
組
み
は
ど
れ
だ
と
思
い
ま
す
か
。
正

し
い
と
思
う
も
の
を
す
べ
て
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

1
．
交
通
安
全
運
動
や
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

2
．
市
内
清
掃
美
化
運
動
（ご
み
ゼ
ロ
運
動
）

3
．
市
民
ま
つ
り
へ
の
参
加

答えは

次のページ
にあるよ！
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Ｑ
１

越
谷
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方
や
す
す
め
方
を

は
じ
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
が
お
互
い
に
協
力
し
て
い
く
た
め
の

ル
ー
ル
な
ど
具
体
的
な
仕
組
み
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
も
の

は
何
で
す
か
？

1.

越
谷
市
自
治
基
本
条
例

Ｑ
４

越
谷
市
自
治
基
本
条
例
を
基
に
、

越
谷
市
と
市
民
が
実
施
し
て
い
る
「
協
働
」

の
取
組
み
は
ど
れ
だ
と
思
い
ま
す
か
。

1
２
３
全
て

Ｑ
３

越
谷
市
自
治
基
本
条
例
の
自
治
の
基
本
原
則
は
何
で
す
か
？

1.

「
参
加
」
「
協
働
」
「情
報
共
有
」
の

３
つ
の
原
則

Ｑ
２

越
谷
市
自
治
基
本
条
例
で
は
、
「
越
谷
市
民
」
は
ど
の
よ
う
な
人

を
指
し
ま
す
か
？

３.

越
谷
市
に
住
み
、
働
き
、
学

び
、
活
動
す
る
個
人
や
団
体

【
解
説
】越
谷
市
で
は
、
平
成
21
年

9
月
に
越
谷
市
の
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
と
な
る
「越
谷
市
自
治
基
本

条
例
」
を
施
行
し
、
参
加
と
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て

い
ま
す
。

【
解
説
】
越
谷
市
自
治
基
本
条
例
で
は
、

①
市
民
参
加
の
推
進
、
②
協
働
の
推
進
、

③
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
情
報
の
共

有
を
自
治
の
基
本
原
則
と
し
て
明
ら

か
に
し
て
い
ま
す
。

【
解
説
】

越
谷
市
自
治
基
本
条
例
第
６
条
に
お
い
て
、
協
働
の
原
則
を
規
定
し

て
い
ま
す
。

多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決

し
て
い
く
に
は
、
市
民
お
よ
び
市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
識
し
な

が
ら
、
互
い
を
対
等
な
も
の
と
し
て
尊
重
し
、
協
力
し
て
活
動
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

越谷市
自治基本条例

【
解
説
】

越
谷
市
自
治
基
本
条
例
で
は
、
市
民
を
「
市
内
に
住
み
、
働
き
、
学
び
、

ま
た
は
活
動
す
る
個
人
や
団
体
」と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、

①
市
内
に
住
所
を
持
っ
て
い
る
人
、
②
市
内
に
居
住
す
る
人

③
市
内
で
就
業
す
る
人
、
④
市
内
で
就
学
す
る
人

⑤
市
内
に
事
務
所
を
有
す
る
法
人
そ
の
他
の
団
体

⑥
市
内
で
活
動
す
る
法
人
そ
の
他
の
団
体

⑦
市
内
で
活
動
す
る
人

を
い
い
ま
す
。

11



パネル案①

別紙２

1
2
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条例の特徴

市民のための条例

わかりやすい記述を心がけ、「です
・ます」体を使用しています。

自治の推進

参加と協働によるまちづくりの方法
を単なる理念ではなく、具体的な手続
き・仕組みとして明確にしています。

豊かな地域環境の創造

市のあるべき姿について、①人間関
係、②自然、③歴史・文化、④産業の
４つに分類し、「誰もが安心し、楽し
く生活していけるまち」の実現を目指
すことを明確にしています。

条例の目的

条例の目的を「住みよい自治の
まちの実現」としています。
また、最高規範として位置づけ

ることで、今後の越谷市の条例、
規則、計画などのあらゆる施策の
基本となる性格を持っています。

自治の基本理念

人間尊重

「市民」一人一人が人間として尊重
され、「やさしさ」や「心の豊かさ」
などの人間らしさに満ちたふれあい豊
かなまちづくりを行うという考え方で
す。

市民主権

「市民」がまちづくりの主人公であ
るという考え方です。「市民」、「議
会」、「市長等」の三者が、お互いに
協力してまちづくりをすすめていきま
す。

条例の構造

市議会 市長等

市 民
●地域の交流
●まちづくりへの積極的
な参加
●発言と行動への責任
●行政サービスに伴う負担
の分任

●効率的・効果的・透明性のある市政運営
●行政サービスの向上と市民福祉の増進
●分かりやすい情報提供
●政策の立案、実施、評価のそれぞれの過程での説明責任
●法令等の自主的な解釈と運用
●国や県、他の自治体との連携・協力

●立法機能
●監視機能
●政策立案機能
●開かれた議会運営

まちづくりの主体

ひ

「市民」とは・・・
市内に住み、働き、学びまたは活

動する個人や団体をいいます。
具体的には、
①市内に住所を持っている人
②市内に居住する人
③市内で就業する人
④市内で就学する人
⑤市内に事務所を有する法人その他
団体

⑥市内で活動する法人その他の団体
⑦市内で活動する人
をいいます。

越谷市
自治基本条例

パネル案②
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越谷市自治基本条例が施行されてから、１０周年を迎えました。
そこで、条例が施行されてから、これまでの普及・啓発の取組
みをご紹介します。

越谷市自治基本条例施行３周年

施行３周年を記念して
シンポジウム「楽しみながら学んでみよう！

～身近なくらしにつながる自治基本条例～」
を開催しました。

～越谷市自治基本条例シンポジウム～～越谷市自治基本条例（全文）～

▲シンポジウムの様子

▲シンポジウム報告書

自治基本条例のキャッチフレーズも決定しました！！！

～最優秀賞～
「みんなでつくる 住みよい越谷 自治のまち」
～優秀賞～
○小学生の部
「まちづくり それは あなたが主役です。」
○一般の部
「いいまちつくる みんなのチカラ」

越谷市自治基本条例

パネル案③
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越谷市自治基本条例が施行されてから、１０周年を迎えました。
そこで、条例が施行されてから、これまでの普及・啓発の取組
みをご紹介します。

越谷市自治基本条例施行５周年

施行５周年を記念して、日常のなかにある、まちづくりや参加の様子についてキャッ
チコピーや写真を募集しました。応募総数２１０作品のうち、３０枚をＰＲパネルとし
て作成しました。

「越谷市自治基本条例 ＰＲパネル３０枚」 一部掲載

～越谷市自治基本条例 ＰＲパネル３０枚 全作品～～越谷市自治基本条例（全文）～

パネル案④
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越谷市自治基本条例が施行されてから、１０周年を迎えました。
そこで、条例が施行されてから、これまでの普及・啓発の取組
みをご紹介します。

越谷市では、「越谷市自治基本条例」の普及・啓発に向けた取
組みを、今回の特集１・２で紹介した以外にも行っています。
今後も市では、「越谷市自治基本条例」の普及・啓発に取り組
んでいきます。

～越谷市自治基本条例（全文）～

▲越谷市自治基本条例パンフレット（左）
子ども版パンフレット（右）

～その１～
市では、毎年、市内の小学生に
対し、「自治基本条例 子ども版
パンフレット」を配布し、社会科の
授業で活用してもらっています。

～その２～

市内の高等学校に出向き自治基
本条例の講演を実施しています。

▲講演の様子

～その３～
参加と協働のためのヒントを掲
載した「みんなが描く自治のまち
づくり 四十選」を作成しました。

▲普及啓発冊子

～みんなが描く自治
のまちづくり 四十選～

パネル案⑤
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